
 

 

 

 

 

 

 

１【補助の種類】 

①建物の色彩統一事業・・・建物の屋根、外壁を推奨色にする経費の一部を補助します。 

※推奨色については、裏面をご確認ください。 

②廃屋・空き家の解体撤去事業・・・危険な廃屋等を解体・撤去する経費の一部を補助します。 

             今年度からそのまま放置すれば倒壊等著しく危険となる恐れの 

             ある「特定空家等」も対象とします。特定空家の解体撤去事業 

             を申請する場合、地域活性化のための跡地活用をお願いします。 

③宅地の景観整備事業・・・前庭空間（道路(歩道)から住宅までの間）及び隣地際の整備（イ 

ンターロッキングや芝生など）をする経費の一部を補助します。 

２【補助の申請者】 

補助の申請をすることができる方は、町民及び事業者、滝上町内に所在する土地及び建物の

所有者並びに管理者です。（国及び地方公共団体は除きます。） 

 

３【補助対象及び補助額】 

①対象区域は、町内一円とします。 

②補助金額は、別表の上限額までの範囲内で、事業経費（消費税額を除く）の２分の１の額と

します。 ※千円以下の端数については切り捨てます。 

③国、北海道及び町から他の補助金がある場合は対象外とします。また、町から別の補助金を

受けている住宅等は、交付を受けた日から 10 年間は対象外とします。 

 

４【申請手続きの仕方】 

役場まちづくり推進課窓口より交付申請書等を受け取り（または滝上町公式ホームページより印

刷もできます）、必要事項を記入・押印のうえ、下記の必要書類を添えて【まちづくり推進課 ま

ちづくり推進係】に提出してください。 

受付期間が終了次第、申請内容を審査して結果を申請者に通知します。 

※必要書類・・・①位置図、平面図、立面図等  ②経費内訳書又は見積書 

 

【申請期限】令和８年４月17 日（金）まで 

 

５【申請書提出先・問合せ先】 

 役場 まちづくり推進課 まちづくり推進係（電話 29-2111、内線 220） 

 

☆申請すれば必ず補助される訳ではありません！ 

  補助金は限られた予算の範囲内で、申請された書類や現地調査などを踏まえ、「童話村まちづ

くり景観形成推進審査委員会」の審査を経て決定されます。 
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別表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 
種 類 補助上限額 

備 考 
工 種 種 類 屋 根 外 壁 

建物の

色彩統

一事業 

増・改築 

住宅等 15 万円 50 万円 

色を塗り替える場合、

増・改築の場合に適用。 
物置等  10 万円    5 万円 

農業施設等 15 万円 50 万円 

新 築 

農業施設等 50 万円（定額） 
屋根、壁両方を推奨色に

した場合に限り適用。 物置等のみを建設 

する場合 
5 万円（定額） 

１．屋根、外壁は、滝上町景観ガイドプランに基づき、推奨色で統一することとする。 

２．外壁は原則として四方を施工することとし、かつ外壁１面に付き（開口部を含む。）

３分の２以上を推奨色とする。 

３．仕上げは、塗装仕上げ又は素材仕上げ（サイディング、レンガなど）も対象とする。 

４．素材仕上げの場合は、塗装した場合の費用に置き換えて町が算出した額とする。 

５．原則として完成後 10 年間は色彩を維持することとし、10年間は同一の助成は受け

られないものとする。 

※労働安全衛生規則により、２メートル以上の作業場所には作業床（足場）の設置義務  

 がありますのでご留意ください。 

廃屋・

空家の

解体撤

去事業 

種 類 補助上限額 

住宅等 

（木 造） 床面積に【8,550 円】を乗じた金額、又は 100 万円の 

いずれか少ない金額 

（鉄骨造） 床面積に【6,400 円】を乗じた金額、又は 100 万円の 

いずれか少ない金額 

（鉄筋コンクリート造） 

床面積に【10,650 円】を乗じた金額、又は 100 万円の 

いずれか少ない金額 

物置等 10 万円（床面積 6㎡以上を対象とする） 

１．解体後の跡地は、景観を損ねることの無いよう管理すること。 

２．特定空家解体後の跡地を駐車場や堆雪スペースとして地域活性化のために活用して

いただける場合は、報告書の提出をお願いいたします。 

宅地の

景観整

備事業 

種 類 補助上限額 

前庭、隣地際 10 万円（補助下限額 5万円） 

１．前庭空間（道路(歩道)から住宅までの間）及び隣地際を整備する経費とする。 

２．工種は、インターロッキング・舗装・芝生整備を対象とする。 

３．原則として完成後 10 年間は転用することはできないものとし、10年間は同一の 

助成は受けられないものとする。 

申請受付期間 令和８年 3 月 16 日（月）から４月 17 日（金）まで 



【用語の解説】 
 
・住宅等とは・・・住宅、店舗、事務所等をいいます。 

・物置等とは・・・物置、車庫等をいいます。 

・農業施設等とは・・・農業施設、工場等をいいます。 

・廃屋とは・・・１年以上居住又は利用が無く、今後も居住又は利用する予定がない老朽化し

た建築物のうち、町民の安心・安全な生活に対して重大な損害の恐れがある 

もの、及び景観形成に支障のあるものをいいます。 

・特定空家とは・・・そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態又

は著しく衛生上有害となるおそれのある状態、適正な管理が行われていない

ことにより著しく景観を損なっている状態、その他周辺の生活環境の保全を

図るために放置することが不適切である状態にある空き家等をいう。 

・跡地活用とは・・・空き家等の解体撤去事業後の跡地について、地域活性化のため駐車場や

堆雪スペースとして一般に通算 1 年以上開放すること。地域のために協力し

てもよいという場合は、開始時に跡地活用開始報告書を終了後に跡地活用完

了報告書の提出にご協力をお願いします。  

 

【使用する推奨色について】 
 

屋根と外壁それぞれ、表中の色を使用してください。 

屋   根 外   壁 
 

※記号・番号は色票番号（マンセル値） 

 

 

 

L05-30T（5R3/10） 

 

 

 

L09-50T（10R5/10） 

 

※記号・番号は色票番号（マンセル値） 

 

 

 

L22-90D（2.5Y9/2） 

 

 

 

L22-85F（2.5Y8.5/3） 

 

 

 

注：上記の色彩は印刷による再表現のため、正確なものではございません。 

        

 

既
に
着
手
し
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
！ 



【補助金を申請する際の注意事項】 
 

☆補助金の交付決定を受けてから工事に着手してください！ 
  補助金を申請する段階で、工事に着手している場合は、申請を受け付けることはできません。

補助金の申請期間（令和８年 3 月 16日～４月 17 日）終了後、５月上旬を目途に補助金の 

申請結果をお知らせいたします。補助金の交付が決定した工事については、補助金の交付決定 

通知書が届いた後に着手してください！ 

 

☆よくある質問と回答 

質問① 申請書の提出が遅くなりそうだが、補助決定において不利になってしまうのか？ 

回答① 補助決定の際、申請書の提出順は関係ありません。審査を行い補助決定するので、申請

期限に間に合えば、申請書の提出が遅くなることで不利になることはありません。 

 

質問② 自分で施工した場合は補助対象になるのか？ 

回答② 自らの手で工事を行った場合、材料代、廃材処理費、賃料等が対象となります。 

支払いが定かでない身内への労賃は対象とはなりません。 

 

質問③ 「ずっと住まいるたきのうえ！」支援事業の補助金と一緒に使えるのか？ 

回答③ 「建物の色彩統一事業」では一緒に使うことはできません。「宅地の景観整備事業」では

一緒に使うことができます。 

 

質問④ 工事が終了し、工事代金を施工業者に支払う前でも、補助金はもらえるのか？ 

回答④ 原則、工事代金をお支払いしていただいた後でなければ、補助金はお支払いできません。 

 

質問⑤ 屋根の塗装をする場合、屋根の補修は対象になるのか？ 

回答⑤ 屋根の穴をふさいだり、屋根材を取り替えたりなどの補修は対象にはなりません。 

塗装するためにかかる経費が対象となります。 

 

質問⑥ 廃屋・空き家の解体撤去事業の対象となる基準はあるのか？ 

回答⑥ 1年以上居住又は利用の無い住宅等のうち、その構造又は設備が著しく不良であり、 

危険な廃屋、又はこのまま放置することにより危険または衛生上問題のある状態になる特

定空家を対象としています。 

申請された建物すべてについて、役場担当者が現地調査を行い判定します。 

 

 

質問⑦ 特定空家の跡地活用中、自分の土地の取扱いについてどうなるのか。 

回答⑦ 町のホームページ等で地域のみなさんに駐車場や堆雪スペースとして活用してもらえ

るよう、町からお知らせします。地域活性化のための活用の期間は 1 年間です。 


